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＜連絡事項＞

・異動希望・上司評価アンケートが来ています。各自WIZメール確認して下さい。　　　　　締め切りは平成２９年３月２日（木曜日）です。

＜患者様連絡事項＞
・熊野　ノリ様～昨日診察時、消化器内科での胃カメラを検討するよう指示あり。家族へ連絡し、日赤の受診を希望している。また、火曜日なら付き添い出来るとの事。SWへ連絡済み。服薬調整後、受診する事となっている。
・山谷　賢一様～昨日診察時、退院後のサービス（訪問看護1回/月、デイケアは入院中に体験利用を実施）について主治医より指示あり。SWへ連絡済み。訪問看護については階上まで行けるか確認し次第、連絡くる事になっている。デイケアは来週にでも体験利用できるよう調整するとの事。

・澤田　真理様～継続指示ルネスタ2T 1×不眠時 10回分処方。

・吉田　光良様～感冒症状軽快したため、臨時薬 葛根湯飲みきり止めとなっている。
・若松　澄子様～昨日より発熱あり、尿臭も強い事からセフジトレン3T 3×1 3日分処方。
＜伊藤Dr.診察＞

・小笠原　文人様～診察室に入ってこられ、早口・呂律不良気味に話し始める。また主治医から幻聴の有無問われると「自分の声が響いて聞こえてきます」と的外れな返答されている。便・尿失禁があったことについては認めている。継続指示 桃核承気湯1P 1×便秘時 10回分処方。
・沢田　秋子様～恋愛妄想については持続しているが、情動は安定してきている。確実な服薬と確認を今後も実施するよう指示あり。

＜要注目患者様ケース検討＞

・若松　澄子様～昨日準夜帯で39.3℃まで上昇。アンヒバ坐剤挿肛し一時的に体温下降するも深夜帯にて38.2℃と上昇。尿失禁あり、尿臭強い。また指示のインフルエンザテスト施行し、結果は陰性反応となっていた。朝食見守りにて摂取出来ていたが、9:10より痙攣発作あり、体温39.6℃、SpO2=60～70％。主治医へ報告、来棟して頂きジアゼパム(10)2ml静注施行。アンヒバ坐剤挿肛の指示あり施行し、経過観察している。体温は下降傾向、自立歩行出来ており、食事も見守りにて全量摂取。引き続き、水分摂取の促しとバイタルサイン・症状観察していく。
　　　　　　　　
・内田　都影様～喫煙行動・更衣頻回に行い、不眠で経過。今朝は朝昼ともに眠気を訴え不食となっている。操作性の言動ある為スタッフ対応は一貫して行い、

左右されない様に注意して対応していく。
